
2026年 午年始動
関西の優良企業トップインタビュー

生産性向上で
新たな成長領域の開拓へ

　―世界情勢が不安定化しています。
主力の工業炉の受注状況は。
　「半導体関連での案件は消えていな
いが様子見のところが多く、なかなか
進まないのが実情。顧客も投資のタイ

ミングが難しいようで、引
き合いの数も減っている。
ただ注残はまだ１年分の売
上高程度あり、忙しいこと
は忙しい。顧客の中にはＢＣ
Ｐの観点から拠点を分散し
始めるなど、新しい動きも
ある」
　―２５年８月期から生産性
向上運動をスタートしまし
た。
　「生産性を引き上げて余
力を生み出すのが狙いだ。
その余力で次のもの、もっと付加価値
の高いものを生み出さなくてはならな
い。新しいテーマを探し出すための市

2026年2月6日付け 日刊工業新聞に掲載されたPR記事を体裁を変えて作成しています。　※日刊工業新聞社から著作権の承諾を受けています。

場調査も始めた。設計部門を中心に将
来に向けた技術の蓄積を進めており、
全固体電池や核融合などの領域も、も
っと掘り起こしていきたい。また生産性
向上で一定の成果が出たことで、社員
に対しては２６年８月期に年間休日を２日
増やしている」
　―昨夏にはベトナムのハノイ工科大
学と連携協定を結びました。
　「２月末から２カ月間、機械工学部の
学生２人がインターンで滞在する。高温
炉で実際に加熱してシミュレーション値
を分析するなど研究に役立ててもらう。
ベトナムの優秀な学生の採用につなげ
ていきたい」
　―２６年の課題は。
　「２７年８月期に向けて受注を獲得する
ため、様子見の顧客が動き出したら、
すぐ動けるよう準備しておく。同時に
新しい需要の開拓も進めていく」

2025年7月、ベトナムのハノイ工科大学と連携協定2025年7月、ベトナムのハノイ工科大学と連携協定
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